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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
みなさん、こんにちは
これから２３年度、２４年度におこないました
『農業分野におけるエナジーハーベスト型
　環境モニタリングシステムの高度化を基盤とした
ナレッジマネジメントプラットフォームに関する研究開発』
についての成果発表をおこないます。
発表資料は一部追加のスライドがあります。
このため、お手元の配付資料と異なる場合がありますことを、あらかじめご了承ください。
本研究開発は、九州大学、大分シーイーシー株式会社、ハイパーネットワーク社会研究所の
３つの機関で取り組みました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
大分県における中山間地域の占める割合。
これは、今回の実証実験を大分県内でおこなった理由の１つです。
この表にありますように、大分県は経営耕地総面積において中山間地域の占める割合が72 . 3％であり、九州で1位、全国順位でも3位と非常に高くなっています。
このこともあり、農場での情報通信基盤の整備が進まず、産業振興のためのICTの活用が難しい地域も多く、情報化が進まない原因の一つとなっています。
こうしたことも研究の背景となりました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これは当初、圃場に設置したセンサー類です。

左は機器設置の概要図、右は実際に圃場である茶畑に設置した後の写真です。

センサーは地上から５ｍと０．８ｍの位置と地中に温度センサーを設置。日射量と湿度についても計測をおこないました。
また、設置の土台となる、このように頑丈な支柱や鉄パイプは、本研究の実証実験でご協力をいただいた、大分県杵築市の茶畑である
カヤノ農産が準備をしてくださいました。




＜研究成果の展開＞ 
① センサーネットワークの 
  高度化・汎用化  
② ICTによる農業知識の情 
  報共有の手法確立  
③ 農業情報の共有化・可視 
  化の標準化 
 

＜波及効果創出＞ 
① 地域振興のための農業情 
  報化の支援  
② 農業者および営農組織の 
  モチベーションアップ  
③ 環境を重視した基盤確立 
  による農作業の効率化と 
  社会参画及び消費者への 
  食の安全情報発信 
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■研究成果の展開及び波及効果の創出への取り組み 

農業分野におけるエナジーハーベスト型 
環境モニタリングシステムの高度化を基盤とした 
ナレッジマネジメントプラットフォームに関する研究開発 

研究開発の成果説明図 4 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次です。
研究開発成果の概要について説明した図です。

この図にありますように
圃場（今回は茶畑）でセンサーによって収集したデータを定期的にデータセンターに自動で送ります。
その情報を利用者である農家と大分県農林水産研究指導センターの研究員、農業関係者などで農業情報の共有します。
また、これまでのノウハウをデータで管理することで、専門家からの技術的なサポートやアドバイスがいつでもどこでも受けられます。
双方向の意見交換も可能となります。
ナレッジマネジメントプラットフォームは、このような仕組みの実現を目的としたものです。




 
研究開発の内容 

環境モニタリング端末のエナジーハーベスト化の技術開発 
自然エネルギ源として，太陽光発電と風力発電の両方を有する端末。バッテ
リ（リチウムイオンポリマー電池）を備え，太陽電池や風力発電機で生じた電
力を充電し、これらが発電をしていないときには環境モニタリング端末に電力
を供給する。 

OpenPNEのコミュニティ機能の表示例 
農業情報の表示・共有・分析のためのプラットフォームはオープン
ソースのSNSソフトウェア OpenPNEを採用。農家と農業関係者
の情報共有化や農業情報（温度・湿度・日射量）の可視化が出来
るシステム。 

クワシロカイガラムシのふ化時期予測 
有効積算温度によるクワシロカイガラムシのふ化時期をシステム
で予測することにより防除適期を判断できる。 

クワシロカイガラムシのふ化時期予測 
移動中継局と環境モニタリング端末間の通信
リンクの確立。 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これまでも農業生産現場におけるICT利活用の取り組みは行われてきました。今回の実証実験では、過去に大分県農林水産研究指導センターの研究員がデータ取得を試行していたことで、プロジェクトのメンバーはもとより農業関係者が一緒になって、より有益な意見交換をすることができました。このことが、収集データやノウハウの「見える化」においてで、モチベーションアップにもつながりました。
茶葉生産の増加・拡大を目指している県内で、今後、いろいろな地域において、本研究開発で得られた成果を実践できるとともに、改善をして、また新たな波及効果を地場のIT企業にも与えていくことができるものと考えます。また茶畑以外のフィールドにおいても、今回の仕組みであるナレッジマネジメントプラットフォームの導入が行えるものと考えます。
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